
改善等計画 計画達成年度

1 気になる子処遇改善事業
民生部

社会福祉課
児童福祉係

改善

・保育園・認定こども園の所管課が社会福祉課、幼稚園の所管課が学校教育課と分かれていることにより、
　幼稚園が対象となっていなかったため、幼稚園を含めることについて学校教育課と協議します。
・対象園児の支援や担当保育士等への助言のため、公立の幼稚園教諭による巡回訪問を実施できるよう学校
　教育課と協議し、「気になる子」の基準について見直しを行います。

平成30年度

2 健康増進対策事業
民生部

健康推進課
成人係

継続

・受診率向上に向けて、健(検)診実施時期に合わせた受診勧奨や広報紙等による周知、市内医療機関・商工
　会へのチラシ配布を継続して実施します。
・未受診者に対しては、個別勧奨や健(検)診時期に合わせた受診勧奨を継続し、勧奨手紙の内容も受診者に
　伝わりやすいものに改善します。
・無料クーポン券の利用促進のため、勧奨手紙の内容を受診者に伝わりやすいものに改善し、広報紙等によ
　る事業周知も継続します。
・検査項目は国の指針や新潟県健(検)診ガイドラインに沿った項目とし、新規の追加がある場合は積極的に
　取り入れます。

平成30年度

3 健康推進員活動事業
民生部

健康推進課
健康づくり係

継続

・健康推進員の活動や役割について、研修会や自治会長会議、広報紙等で周知・ＰＲし、健康推進員の意識
　統一を図ります。
・市の健(検)診や健康課題に関する研修会を各地区で年２回開催し、健(検)診の受診勧奨等の活動成果向上
　を図ります。
・健康推進員を対象に年度末にアンケートを実施し、健康推進員の役割の理解度について評価を行います。

平成30年度

4 消防団員活動費
消防本部

消防団事務局
消防団係

継続

・消防団員確保のため、引き続き次の項目に取り組みます。
　①広報紙等を活用し、消防団の活動を照会します。
　②自治会と連携し、団員の勧誘を行います。
　③事業所への団員の募集案内を継続します。
・各地で頻発する大災害から生命・財産を守るため、中核となる消防団への加入しやすい環境づくりに取り
　組むとともに、消防団協力事業所や消防団応援の店の登録数増加を図ります。

平成32年度

5 吉田東伍記念博物館運営事業
民生部

生涯学習課
文化行政係

改善

・市外博物館や大学など研究機関との連携のほか、商工観光課や市観光協会、五頭温泉郷旅館協同組合等と
　の連携を強化してＰＲに努め、来館者の増加を図ります。
・館内では文鎮等の小物販売や叢書、図録、ブックレット等の書籍販売を行っていますが、今後は他観光施
　設とのタイアップの中で外部での販売も検討します。
・指定管理者制度の導入については、収蔵庫における指定文化財の保管管理、各資料の寄贈者意向などの問
　題もあるため、他の博物館施設における導入傾向を参考にし、一部業務委託方式なども含め博物館協議会
　に諮り、慎重に検討を行います。また、施設の修繕方針についても検討を進めます。

平成31年度

6 天朝山公園維持管理事業
産業建設部

公園管理事務所
公園管理係

改善

・広場は凸凹により水はけが悪く、木々の枝や草で暗い部分があり蚊の温床となりやすい状況であるため、
　今後は盛土・整正し芝を貼ることにより、凸凹をなくし傾斜をつけて水はけを良くします。
　また、枝下しや剪定により明るく見通しがよくなるよう整備を行います。
・公園や天朝山文化交流の家については、施設や遊具を広報紙等で紹介するなど、より多くの人に利用して
　もらえるよう積極的に情報発信します。

平成30年度

7 園芸振興等推進事業
産業建設部
農林課

農林振興係
継続

・平成３０年度から大豆作支援を見直し、より重点的な支援策を検討します。平成３０年産から行政による
　生産数量目標の配分が廃止されることから、需要に応じて売れる米づくりを推進するための支援策を検討
　し、市の基幹産業である農業経営の安定を図ります。

平成30年度
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